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� はじめに

現在の日本にはあらゆる占いが存在している。そんな

中で、この占いというものがどれだけの人々の間に浸透し

ているのかということを調べてみたいと思った。そこで

人が誰でも持っている名前を使った占いである姓名判断

について調べようと考えた。私の名前は姓名判断を意識

して付けられたということを知っていたので、世間一般で

は姓名判断をどれくらい意識しているのかということを

統計的に調べ、姓名判断がどれくらい浸透しているかを導

こうと思う。

� データについて

聞蔵 ���と名古屋中南部版の電話帳 ���と ��	

スポー

ツ ���を使って下記の �つのジャンルに分けて、����人分

のデータを無作為に集めた。（女性は名字が変わっている

場合が多いと思われるので、男性のデータだけを集めた。）

・電話帳（����人）　 ・��～��代（���人）

・��～
�代（���人） ・��代以上（���人）

・犯罪者（����人）　 ・プロの ��～��代（���人）

画数の数え方は「数令姓名学」という流派の数え方を使

い、画数に関する善し悪しの判断は「男の子・女の子の名

前」���「赤ちゃんの名前辞典」���「姓名判断」���という

�冊の本をもとにして調べた。

� 分析方法

それぞれのジャンルごとに集めた画数を調べ、正規分布

に従うかどうかを適合度検定によって調べる。また独立

性の検定（χ� 検定）によって �つのジャンルをそれぞれ

比べ、分布に差があるかどうかを調べる。さらに対数線形

モデルを用いて名字と名前や総画数と名前の交互作用を

調べる。これらの分析方法を調べるうえで、統計学の ���

ページ �
�と松田先生の ���ページ ���を参考にした。

� 適合度検定による分析結果

��� 総画数の分析

�つのジャンルに適合度検定を用いて分析した結果、全

てのジャンルで画数を意識しているという結果になった。

そこで全てのジャンルをまとめた �
��人分のデータにつ

いての分析結果を述べる。まとめたデータをグラフに表

すと図 �のようになる。（色つきのグラフが吉と普通の

画数で、白抜きのグラフが凶の画数である。） 実際に適合

度検定によって検定していくと � 値は ���� × ����� ≦

����となるので、帰無仮説は棄却され「分布は正規分布

ではない」といえることになる。つまり画数を意識してい

る可能性があるということになる。また総画数の分布の

尖度は ��������、歪度は ��
����であった。

図 � 全体のデータの総画数

ここで個々の画数について分析していくために個々の

画数について二項分布の両側の確率を求め、多重性を考慮

して �����未満のものを選ぶ。（表 �）

画数 二項分布の確率 期待値 度数 画数の善悪

��画 � ������� ��� 大吉
��画 ���� × ����� ������� ��	 大吉
��画 ���� × ���� ������	 ��� 大吉
��画 ��	� × ���� ��
��
� ��� 大吉
�	画 ���� × ���� ��	���� ��� 吉

��画 ���� × ���� �����
� �
	 大凶
��画 ���� × ���� �
����� ��� 凶
��画 ���� × ���� ��
���� �
	 凶

�表の上は上側、表の下は下側の二項分布の確率�

表 � 総画数二項分布の確率 ����� 未満

表 �を見ると、吉の画数である �
、��、��、��、��画

は期待値＜度数となっており、凶の画数である �
、
�、

��画は期待値＞度数となっている。つまり総画数は凶の

画数を避け、吉の画数になるように意識されていると考

えることができる。ここで総画数全体を吉と凶に分けて、

考えてみる。（表 �）

画数の善悪 項目数 二項分布の確率 期待値 度数

吉 �� � �������	 ��	�

凶 �� � �����	
� ��	�

�二項分布の確率はそれぞれ �����以下である�

表 � 総画数の善悪に対する種々の値

表 �を見てみると、吉の画数が期待値＜度数となり、吉

となるように意識されていることがわかる。また二項分



布の確率はそれぞれ �����以下であるので、この結果の値

は多重性を考慮しても意味があると考えられる。これら

の結果から総画数は吉になるように意識されていると判

断できる。

��� 名前の画数の分析

図 � 全体のデータの名前の画数

名前の分布の尖度は ������
、歪度は ������
であり、

�値は ���
× ����� であった（図 �）。総画数のときと同

様に個々の名前の画数について二項分布の両側の確率を

求め、多重性を考慮して ����� 未満の確率のものを選ぶ

と吉の画数である ��、��、��画は意識して付けられてい

て、凶の画数である �
、��、��、��画は避けられている

と言う結果になった。また名前の画数全体を吉と凶に分

けた場合にも同様に吉の画数が期待値＜度数という結果

になった。よって名前の画数も姓名判断を用いて吉にな

るように意識していると判断できる。

� χ� 検定による分析結果

χ� 検定を用いた結果「��～��代」と「��代以上」の

総画数の分布に差があることがわかり、��～��代のデー

タは ��代以上のデータより吉になる画数が多く、凶にな

る画数が少ないという結果になった。つまり現代のほう

が昔より画数を意識していることになる。

� 対数線形モデルによる分析結果

全体の画数をまとめたものから、名字の画数と名前の画

数の組み合わせがが �人にならない範囲である、名前が �

画～�
画、名字が �画～��画の範囲の組み合わせにおい

て対数線形モデルを用いると名前は大吉の ��、��画と吉

の ��画の数が多いという結果が出た。ここから名前は吉

になるように意識されていることがわかる。

また交互作用は名字 ��画＋名前 ��画（総画数 ��画）、

��画＋ ��画（�
画）、�画＋ ��画（�
画）、��画＋ ��

画（��画）、�画＋ ��画（�
画）、�画＋ ��画（��画）、

��画＋ ��画（��画）が多く、�
画＋ ��画（��画）と �

画＋ ��画（��画）と �
画＋ ��画（��画）が少ないと

言うことが分かる。これをまとめると名字の判断がどん

な場合でも、名前と総画数の両方が吉になるように名前を

付けているパターンが多いことがわかる。反対に名前や

総画数に凶（大凶）が出てくる組み合わせは少ないことが

わかる。つまり名字の画数に関わらず名前の画数は総画

数をも意識してつけており、この点から見ても姓名判断を

意識していると思われる。

� 考察

今回の結果から、全ての分野において画数が意識されて

いることがわかり、その画数が姓名判断をもとにして付け

られていることがわかった。また名字の画数に関わらず

名前の画数と総画数を意識していることがわかった。

その他にも ��代～��代と ��以上の総画数のデータの

分布の差から、現代のほうが昔より画数を意識しているこ

とがわかった。これは少子化が進み、現代のほうが子供 �

人にかける思いが強くなったことを表していると思われ

る。また姓名判断の概念は昔から存在していたが、��代

以上の人の名前は戦前や戦後すぐに付けられた名前が多

いので現代より姓名判断への意識が薄かったと考えられ

る。最後に画数を大吉、吉、普通、凶、大凶の �つにわけ

た場合の総画数と名前の組み合わせを調べると、総画数よ

り名前の画数の方に良い画数を付けようとしている傾向

があることがわかり、さらに総画数や名前は大凶を避ける

傾向があった。

これらのことを総合的にまとめると、結果として姓名

判断は人々の間に浸透していることを示していることに

なったと思う。こうした結果になったのは、姓名判断とい

うものが昔から存在し、現在に至るまで廃れていない事を

表していると思われる。

� おわりに

分析する前には画数がここまで偏っているとは思って

いなかったので、画数にばらつきがあることに驚いた。約

����人のデータを集めるのにも苦労したが、さらに人数

を増やしたらもっと顕著な結果でたかもしれないので、�

万人ぐらいは集めたほうが良かったかもしれない。
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